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Q29a 太陽系外の惑星 51 Peg, /tau Boo系からのバースト電波放射源探し

白鳥裕（国立天文台／総研大）、横尾広光（杏林大）、笹尾哲夫、亀谷收（国立天文台水沢）、藤下光
身、松本欣也（九州東海大）、吉山孝晴（東海大）

１９９５年に発見された太陽系外の惑星を持つ太陽型星 51 Peg,/tau Boo星系はバースト的電波放射をしている可能性
があるので、国立天文台水沢の１０ｍ電波望遠鏡でそれぞれ１４１時間、１５５時間に渡ってモニター観測を行った。51

Peg（Ｇ２－ ３Ｖ、距離４０光年）には下限０．５木星質量の惑星が4.2308日周期（軌道半径０．０５天文単位）で公転し
ており、Hot Jupiterとよばれてきわめて活動的であると予想されている。/tau Boo（Ｆ７Ｖ、５３光年）も３．７木星質
量、３．３１日周期（０．０４７天文単位）である。我々は太陽－ 木星系間で起こっている電磁的諸現象を手本にして、非
熱的電波発生模型を作り、その信号が観測できる可能性があることを予想した。観測は１９９６年９月４日～１３日、１１
月１５日～２６日にＸ帯（８．６ＧＨｚ）・ＨＰＢＷ～１２’・レコーダー時定数０．２秒で行った。１１月の観測にはポジ
ション・スィチング観測法を用いて検出限界～１０Ｊｙまで観測を行い、混信と断定できない数例のバースト的な信号を得
た。上記の信号を確認するために水沢と熊本（東海大１１ｍ電波望遠鏡）で同時観測を２月に行う予定である。


